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天川中学校音楽部が、８月16日（火）に大阪・

松下ＩＭＰホールで行われた『第32回We are

Sneaker Ages』中学校大会（三木楽器・産縫新聞

社主催）で優秀校賞受賞し、12月25日（日）に舞

洲アリーナ（大阪市此花区）で開かれるグランプ

リ大会へ出場します。

『第32回We are Sneaker Ages』の大会は、10日

間の日程で行われ、高校・中学校合わせて135校

が出場、５日目の中学校大会には、14校が出場し

ました。

優秀校は、それぞれの日の総合点出場上位２校

に与えられる栄冠で、天川中学校音楽部は、昨年

に引き続き（４年連続４回目）の受賞です。

９月の台風12号が、天川中学校に大きな災害を

もたらしました。楽器類は被害を受けませんでし

たが、校舎が使えないことや、新しい場所で学習を再開したことなどから、すぐにはクラブ活動を

始めたいという気持ちにはなりませんでした。

でも、天川小学校での生活になれてくると、少しずつ音楽のない生活がさみしくなってきました。

そして、「グランプリ大会出場校」であるということが、私たちを大きく押してくれました。

クラブ活動を始めてからは、８人の生徒と顧問とで、「また頑張ろう！」、「立ち上がれる勇気を伝

える演奏をしよう！」と頑張ってきました。

『音楽の力』『８人が持っている力』を信じて、会場にいる一人一人に、勇気や感動を与えられる

演奏を目指します。災害に負けない！打ち勝つ！気持ちで演奏します！

村民の皆様、私たちの応援団になってください。

連絡先　天川村立天川中学校　163－0358（辻本）

音楽部からの村民の皆様へ

天川中学校音楽部　グランプリ大会へ

音楽部部員

3年生　　　森本　聖也（部長） 杉本　將大朗（副部長）

2年生　　　今西　　萌　　　　　天神　麻里亜　　　　　渡邊　愛菜

1年生　　　柿坂　太公　　　　　林谷　光輝　　　　　　松村　明洋
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『消したはず 決めつけないで もう一度』を統一標語に秋季の火災予防運動が11月９日から７日間
にわたり全国的に展開され、11月９日には天川村消防団と中吉野広域消防組合により、火の取扱い
の注意などを呼びかける防火パレードを実施、午後７時からは、各分団による放水訓練が行われま
した。また、11月19日には、火災が発生しやすい時期を迎えるにあたり入念なポンプ等の設備点検
が実施されました。

先ずもって、台風12号被災者の皆様に衷心よりお見舞い申し
上げます。
さて、教育委員長、教育長が不在の状態が続いていたところ

に台風12号がもたらした甚大な被害・・・。子供たちの教育環
境が大変な状況におかれていることは村民の皆様も周知のこと
かと存じます。
このような中、11月2日、議会で教育委員に選任されました。

また、教育委員会において教育長に任命され、新たなスタート
をきることになりました。
教育行政の役割の一つに、子どもたちが安全、安心して笑顔

で学習に取り組めるよう教育環境を整備していくことがあげら
れます。まずはその実現のため、教育委員会で充分協議し、村長、議会の合意を得ながら力を合わ
せ進めて行く所存です。
村民の皆様には今まで以上にご理解ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

この度の台風12号・15号により被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。
さて、天川村山村開発センターにて台風で被災された個人の方を対象に、確定申告により所得税の全
部又は一部が軽減される雑損控除などの内容についての説明会を開催いたしますので、ご参加ください。
１　日　　時 平成23年12月19日（月） 午後１時～午後2時
２　場　　所 天川村山村開発センター
３　対 象 者 台風12号・15号により住宅や家財の被災を受けられた方
４　説明内容 雑損控除等について

※ 来年の確定申告に向けた必要書類等の説明があります。
お問い合わせ：吉野税務署個人税課第一部門（10746－32－1526）

秋季の火災予防週間防火パレード

教育長に小西氏

吉野税務署からのお知らせ

新教育長　小西　実 氏
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国民年金保険料の納め忘れはありませんか？「忙しくて…」、「つい、うっかり…」といった理由
でも保険料の納め忘れがあると、将来受け取る老齢基礎年金額が減額されたり、受けられなくなった
りします。また、万が一のときの障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられなくなる場合があります。
そこで、国民年金保険料の納付には、便利で安心、確実な口座振替をおすすめします。
口座振替は、全国の銀行・郵便局・農協・漁協・信用金庫・信用組合・労働金庫で利用できます。

申し込みの際は、年金事務所や金融機関に備え付けの申出書に必要な事項を記入して、口座振替を
希望される金融機関等の窓口に提出してください。
＊詳しくは、お近くの年金事務所へお問い合わせください。

日本年金機構・天川村

国民年金にゆとりをプラス　自分で入る公的な個人年金
国民年金基金は、国民年金法に基づいて運営されている公的な年金ですので安心してご加入いた

だけますし、税法上の特典もあります。
なお、加入できる方は、国民年金の保険料を納めている（国民年金保険料を免除されている方を

除く）60歳未満の第１号被保険者です。

※国民年金基金のお問い合わせ
ご連絡いただければ、詳しい資料をお送りします。気軽に当基金までお問い合わせください。
〒630－8115 奈良市大宮町４丁目２５５　まつもりビル２－３０２号室　奈良県国民年金基金
1０７４２－３６－５７６１　　FAX：０７４２－３６－５６８９
フリーダイヤル　０１２０－６５－５７６１　URL http：www.nara-kikin.or.jp

国民年金保険料の納付は、

便利・安心・確実な口座振替で！

国民年金基金加入のおすすめ

国民年金基金の特徴＆魅力
○掛金が全額社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税が軽減されます。（年間最高お
１人で、81万６千円まで控除）
○将来、受取る年金にも公的年金等控除が適用され、税制面でも有利
○事前積立て方式のため、人口構成の変化による影響もなく安心
○少額から始められ、加入後も掛金を自由に口数単位で増額・減額することもできます。
（又、納付が苦しい時には、一時停止することもできます。）
○基本は終身タイプなので、生涯にわたって年金を受け取ることができます。

1 2 3 4
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今月のうさちゃんくらぶは、下記の内容で開催します。みなさん、ふるってご参加ください☆
お子さま同士の遊び場に、また保護者の方の交流の場に、みなさまのお越しをお待ちしております。

※　参加対象・・・生後4ヶ月～幼稚園入園前までの親子
※　持ち物・・・タオル・お茶　など
※　送迎を希望される方は、前日までにご連絡下さい。

天川村に住民票のある40歳以上の女性を対象に乳がん検診を実施しています。
受診の回数は2年に１度とされています（昨年度受診された方は今年度受診することができません）。今

までに乳がん検診を受けたことのない方、乳房に心配のある方、特にこれまでの検診で「経過観察」や
「要精密検査」などの判定を受けた方は、積極的に受診して下さい。費用は1,500円の自己負担が必要です。
検診会場は大淀病院となりますが、受付は、ほほえみポート天川内健康福祉課で行ないます。検診を希望
される場合は12月28日までに下記までお申込み下さい。
＊＊＊＊＊ 今年度の受診を希望される方は、今月が最終受付になりますのでお急ぎください ＊＊＊＊＊

気温の変化が激しく、乾燥する冬にはインフルエンザに限らず、風邪や感染性胃腸炎などの病気が流行
しやすい季節です。感染予防をして、自分自身の健康を守りましょう。
●手洗い
●せきをしている人には近づかない（２ｍ程度以上あける）
●不要不急の外出は避ける、人込みや繁華街になるべく近寄らない
又万が一かかってしまった場合でも、感染者自身の心遣いが、流行の拡大を防ぎます。
是非咳エチケットを実行して下さい。ご協力よろしくお願いします。
★咳エチケット★
①咳がでたら、他の人にうつさないためにマスクを着用しましょう。
②マスクをもっていない場合には、ティッシュなどで鼻と口を覆い、他の人から顔をそむけて１ｍ以上
離れましょう。
③鼻汁・痰などを含んだティッシュはすぐにごみ箱に捨てましょう。
④咳をしている人にマスクの着用をお願いしましょう。
村ではインフルエンザ予防接種について費用助成を行っています。対象等、先月号の広報に詳しくお知

らせしていますので、ご覧下さい。

12月１日は世界エイズデーです。エイズの発症は、HIVウイルスに感染してから平均で約10年後といわ
れています。それまでの期間は、ウイルスに感染しているため感染を広げないように注意する必要があり
ますが、基本的に無症状ですので、血液検査を受けなければ感染しているかどうかは分かりません。HIVウ
イルスに感染している場合、エイズを発症するまでに適切な治療を行なうことで発症を遅らせることがで
きます。エイズは、予防できる病気です。自分自身と大切な人を守るためにも、エイズ検査を受けましょ
う。保健所では、無料・匿名で検査を行なっています。

問合せ先：　奈良県吉野保健所　　152－0551

保 健 事 業
の お 知 ら せ

うさちゃんくらぶのご案内

乳がん個別検診のお知らせ（最終のご案内です）

感染症にご注意を！！

12月１日は　世界エイズデー　です

日　程 時　間 会　　場 内　　　容 申込み
10：30～ クリスマス会

12月15日（木）
12：00

ほほえみポート天川
～クリスマスグッズを作ろう！～

必　要

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。 連絡先　163－9110
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・ごみ収集　12月の予定表・ごみ収集　12月の予定表

日 曜日

16 金 診　　察 診　　察 燃焼

17 土 閉　　　　館　　　　日

18 日 閉　　　　館　　　　日

19 月 診　　察 診　　察 燃焼

20 火 診　　察 検 査 日 資源１

21 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室

22 木 休　　診 診察（西尾医師） 燃焼

23 金 閉　　館　　日（天皇誕生日）

24 土 閉　　　　館　　　　日

25 日 閉　　　　館　　　　日

26 月 診　　察 診　　察 不燃

27 火 診　　察 検 査 日 資源１

28 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室 燃焼

29 木 閉　　　　館　　　　日

30 金 閉　　　　館　　　　日

31 土 閉　　　　館　　　　日

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

（予約）
粗大
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＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。
＊　インフルエンザ予防接種実施日は一般診察は休診となります。

日 曜日

1 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源２

2 金 診　　察 診　　察 燃焼

3 土 閉　　　　館　　　　日

4 日 閉　　　　館　　　　日

5 月 診　　察 診　　察 燃焼

6 火 診　　察 検 査 日 資源１

7 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室

8 木 休　　診 診察（西尾医師） 不燃

9 金 診　　察 診　　察 燃焼

10 土 閉　　　　館　　　　日

11 日 閉　　　　館　　　　日

12 月 診　　察 診　　察 燃焼

13 火 診　　察 検 査 日 資源１

14 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室

15 木 休　　診 診察（西尾医師） うさちゃんくらぶ10：30～ 資源２

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

（予約）
粗大

（予約）
粗大

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10：30～

国保診療所・ほほえみポート天川　国保診療所・ほほえみポート天川　　
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＊南部地域会議等開催支援事業補助金＊
天川村などで20人以上の宿泊を伴う会議等を実施する場合、会議の会場使用料や看板設営等の会

場設営経費、また送迎のバス借り上げ料などを最大50万円まで補助するもの

お問合せ：奈良県ならのにぎわいづくり課

1０７４２－２７－８４３５

＊南部地域復興支援プレミアム宿泊旅行券＊
天川村などの地域で利用できる宿泊旅行券で、額面１万円を８千円で販売

（差額を奈良県が負担します。）

お問合せ：奈良県ならの魅力創造課

1０７４２－２７－８４８２

※いずれも、奈良県の予算の範囲内で、３月末までの事業となります。

村では、ポスターやパンフレットなどご希望の皆さんに配布いたします。

＊ポスター （大）天上の国　天川村

（小）心が還る　天川村

＊パンフレット 天川村総合パンフレット

また、新たに英語版の概要パンフレットができました！

川合の天川村総合案内所にて配布いたします。

是非みなさんのキャンペーンなど天川村の観光振興にお役立てください！

奈良県における観光満足度調査（平成20年）では、主要観光地の中で、天川村の満足度が一番高

く、特におもてなし対応では、群を抜いて最高得点でした。

９月の紀伊半島大水害（台風12号災害）では、天川村の災害史に残る大きな被害となりましたが、

是非とも村民のみなさんの力を結集して復興を遂げ、「かわらぬおもてなし」でお迎えしたいと思い

ます。

奈良県では、台風12号により被害のあった南部地域を
応援するための事業を展開しています。

天川村クチコミ大作戦
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11月７日（月）、斑鳩町のいかるがホールで「第６回南和の
医療等に関する協議会」が開催され、奈良県知事（協議会会長）
をはじめ、南和地域の各市町村長（協議会委員）が出席して、
「受益と負担のあり方」や「一部事務組合規約」などについて
協議されました。
受益と負担のあり方については、施設整備や運営に係る費用

に対して、受益や財政力に応じた各構成団体毎の負担割合が合
意されました。
また、新たな病院運営組織として一部事務組合（「(仮称）南

和広域医療組合」)の概要を定めた規約（案）が合意されました。
また、基本構想・基本計画については、その骨格が合意され、
具体的内容について、引き続き、検討されることとなりました。
今後のスケジュールについては、各構成団体の議会における

議決・承認の後、国の設立許可を経て、来年２月、「一部事務
組合」を設立するというスケジュールで進めるということで合
意されました。
■協議会資料など詳しくは、南和の医療等に関する協議会ホームページ
http://nanwairyou.jp/

南和の医療等に関する協議会　第6回協議会を開催
～「受益と負担のあり方」と「一部事務組合規約」について～

天川村『いい・風呂』キャンペーン

●12月冬至の週は、「ゆず湯」を実施！
洞川温泉　＝12月19日（月）～20日（火） 【露天風呂のみ】
天の川温泉＝12月18日（日）～19日（月） 【露天風呂のみ】
みずはの湯＝12月20日（火）～21日（水） 【内風呂のみ】

●年末は28日（水）まで営業（洞川温泉は27日まで）

●お正月は2・3日に臨時営業！
1月2日（月）・3日（火）は、午後1時から午後5時30分受付終了（午後6時閉館）

めっきり寒くなるこの季節　　あったまる天川村営の「いい・風呂」へＧＯ！

みなさまのお越しをお待ちしております。

天上の国　天川村復興！

大掃除のあとに是非ご利用を！
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お し ら せ

手
足
口
病

手
足
口
病
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、
手
・

足
・
口
な
ど
に
水
疱
性
の
発
疹
が
出
る
、
コ

ク
サ
ッ
キ
ー
ウ
イ
ル
ス
や
エ
ン
テ
ロ
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
る
感
染
症
で

す
。
主
に
夏
季
を
中
心
に
子
ど
も
が
か
か
る

病
気
で
す
が
、
秋
や
冬
に
も
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
、
と
き
に
は
大
人
が
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ウ
イ
ル
ス
は
口
腔
や
腸
内
で
増

え
る
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人
の
鼻

汁
や
便
、
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
に
よ
り
、
人

か
ら
人
に
感
染
し
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

後
三
〜
六
日
で
手
の
ひ
ら
や
足
の
裏
に
米
粒

ほ
ど
の
赤
い
発
疹
や
水
疱
が
で
き
、
口
の
中

の
粘
膜
に
も
水
疱
が
出
始
め
ま
す
。
手
足
の

発
疹
や
水
疱
に
は
痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

口
の
中
の
水
疱
は
破
れ
て
び
ら
ん
や
潰
瘍
に

な
る
と
痛
み
を
伴
い
ま
す
。
発
熱
が
み
ら
れ

る
の
は
二
〜
三
人
に
一
人
程
度
で
、
通
常
は

高
熱
が
続
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
れ
に

髄
膜
炎
、
脳
炎
な
ど
の
中
枢
神
経
系
の
合
併

症
な
ど
が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
手
足
口
病
は
、
①
発
病
初
期
に
高

熱
が
で
る
、
②
比
較
的
発
疹
が
大
き
く
、
手

足
だ
け
で
な
く
広
範
囲
に
認
め
ら
れ
る
、
③

治
っ
て
か
ら
数
週
間
後
に
爪
が
浮
き
上
が
っ

て
は
が
れ
落
ち
る
こ
と
が
あ
る
、
な
ど
の
特

徴
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

手
足
口
病
に
は
予
防
接
種
は
な
く
特
効
薬

も
あ
り
ま
せ
ん
。
発
熱
、
頭
痛
、
発
疹
・
水

疱
へ
の
対
症
療
法
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
の
場
合
は
数
日
間
程
度
で
自
然
に
治

り
ま
す
が
、
高
熱
や
頭
痛
が
続
い
た
り
、
嘔

吐
を
繰
り
返
す
な
ど
の
場
合
は
、
で
き
る
だ

け
早
く
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

手
足
口
病
は
、
治
っ
た
あ
と
で
も
数
週
間
、

便
や
鼻
汁
な
ど
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
排
出
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
常
生
活
で
は

よ
く
手
を
洗
い
、
衣
類
を
こ
ま
め
に
洗
濯
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

奈
良
県
医
師
会

放
送
大
学
で
は
平
成
二
十
四
年
度
第
一
学

期
（
四
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
を

通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間
は
二
月
二
十
九
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

（
1：

〇
七
四
二
―
二
〇
―
七
八
七
〇
）
ま

で
ご
請
求
下
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る
特

別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

・
対
象
者
は
、
旧
ソ
連
邦
又
は
モ
ン
ゴ
ル
国

の
地
域
に
お
け
る
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、

平
成
二
十
二
年
六
月
十
六
日
に
日
本
国
籍

を
有
す
る
ご
存
命
の
方
で
す
。（
特
別
措
置

法
施
行
日
（
平
成
二
十
二
年
六
月
十
六
日
）

以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
相
続
人
は
請

求
で
き
ま
す
が
、
施
行
日
前
に
亡
く
な
ら

れ
た
方
の
ご
遺
族
等
は
、
対
象
と
な
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。）

・
請
求
受
付
期
間
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月

三
十
一
日
で
す
。
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な

い
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。
請
求
受
付
期

間
内
に
特
別
給
付
金
の
支
給
の
請
求
を
し

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
当
基
金

か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

至
急
、
当
基
金
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
既
に
特
別
給
付
金
を
支
給
さ
れ
た
方
は
、

再
度
の
請
求
は
出
来
ま
せ
ん
。

▼
ご
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先：

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

事
業
部
特
別
給
付
金
認
定
担
当

1：

〇
五
七
〇
―
〇
五
九
―
二
〇
四
（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）（
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

〇
三
―
五
八
六
〇
―
二
七
四
八
）

▼
受
付
期
間：

平
日
　
午
前
九
時
〜
午
後
六

時
（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
せ
ん
）

。
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
か
？

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、
退
職

金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て

い
ま
す
。

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
ご

自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
分
ら
な

い
方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
書
及
び
被

共
済
者
の
皆
様
に
対
し
、
各
種
手
続
（
共
済

手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
等
）
の
必
要

が
生
じ
た
場
合
は
で
き
う
る
限
り
の
範
囲
に

お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
最
寄
の
支
部
又
は
本
部
へ
お

問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先：

独
立
行
政
法
人
勤
労

者
退
職
金
共
済
機
構
　
林
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部
　
〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
　
東
京

都
港
区
芝
公
園
一
―
七
―
六
　
退
職
金
機
構

ビ
ル

1：

〇
三
―
五
四
〇
〇
―
五
四
四
三

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
三
―
三
四
三
二
―
五
八
六
八

放
送
大
学
四
月
生
募
集
の
お
知

ら
せ

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退

共
）
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

平
成
二
十
三
年
第
六
回
天
川
村
議
会
臨
時
会

が
、
十
一
月
二
日
に
召
集
さ
れ
開
会
し
ま
し
た
。

会
期
に
つ
い
て
は
十
一
月
二
日
の
一
日
間
と
定

め
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

◇
天
川
村
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
天
川
村
大
字
洞
川
二
七
四
番
地
　
小
西
実
氏

を
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
が
さ
れ
ま
し
た
。

同
意
事
項

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

平
成
二
十
三
年
第
六
回
臨
時
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
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※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し

て
お
り
ま
す
。

http：
//www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

十
二
月
十
三
日
（
火
）
午
後
二
時
〜
午
後

三
時
　
予
約
不
要

◎
精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
精
神
神
経

科
部
会
）
十
二
月
十
五
日
（
木
）
午
前
十

時
三
十
分
〜
午
前
十
一
時
三
十
分
　
予
約

必
要

◎
整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
整
形
外

科
部
会
）
十
二
月
二
十
日
（
火
）
午
後
二

時
〜
午
後
三
時
　
予
約
必
要

◎
内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部

会
）
十
二
月
二
十
日
（
火
）
午
後
二
時
〜

午
後
三
時
　
予
約
必
要

▼
場
所：

奈
良
県
医
師
会
館
一
階
　
県
民
健

康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら

北
へ
徒
歩
七
分
）

▼
連
絡
先：

〒
六
三
四
―
八
五
〇
二
　
橿
原
市

内
膳
町
五
―
五
―
八
　
奈
良
県
医
師
会
各
主

催
部
会
1：

〇
七
四
四
―
二
二
―
八
五
〇
二

血
管
の
病
気
に
お
け
る
、
早
く
見
つ
け
る

検
査
と
か
ら
だ
に
や
さ
し
い
治
療
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。
参
加
無
料

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
内
容：

講
演
会
「
動
脈
硬
化
と
血
管
の
病

気
〜
あ
な
た
の
血
管
は
大
丈
夫
で
す
か

〜
」、
個
別
相
談
会

▼
日
時：

十
二
月
十
日
（
土
）
午
後
一
時
〜

午
後
五
時

▼
会
場：

奈
良
県
医
師
会
館
（
近
鉄
八
木
駅

下
車
、
北
へ
徒
歩
約
七
分
）

▼
お
問
い
合
わ
せ：

奈
良
県
医
師
会
放
射
線

部
会
1：

〇
七
四
四
―
二
三
―
八
五
〇
二

◎
募
集
種
目

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

◎
受
験
資
格

十
五
歳
以
上
十
七
歳
未
満
の
男
子
（
平
成

二
十
四
年
四
月
一
日
現
在
）

◎
受
付
期
間

・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒[

一
般]

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
（
火
）
〜
平

成
二
十
四
年
一
月
六
日
（
金
）

・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒[

推
薦]

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
（
火
）
〜
平

成
二
十
三
年
十
二
月
六
日
（
金
）

◎
試
験
日
時

・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒[

一
般]

平
成
二
十
四
年
一
月
十
四
日
（
土
）

一
次
試
験

・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒[

推
薦]

平
成
二
十
四
年
一
月
七
日
（
土
）
〜
平
成

二
十
四
年
一
月
九
日
（
月
）
ま
で
の
間
に

指
定
す
る
一
日

◎
合
格
発
表

・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒[

一
般]

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
三
日
（
月
）
一

次
合
格
発
表

・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒[

推
薦]

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日
（
金
）

◎
そ
の
他

将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、
高
機
能

化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使
・

運
用
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て

自
信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官
と
な
る

者
を
養
成
す
る
た
め
に
、
中
学
校
卒
業
者
等

を
対
象
に
採
用
す
る
制
度
で
す
。
ま
た
、
提

携
す
る
通
信
制
高
等
学
校
に
入
学
し
、
修
了

時
に
卒
業
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

〒
六
三
七
―
〇
〇
〇
四
　
五
條
市
今
井
五
丁

目
一
―
一
二
　
サ
ン
タ
ウ
ン
二
階
　
自
衛
隊

奈
良
地
方
協
力
本
部
　
五
條
地
域
事
務
所

1：

〇
七
四
七
―
二
二
―
三
七
八
九

I N F O R M A T I NO

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

奈
良
県
医
師
会
放
射
線
部
会
第

五
回
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
各
種
募
集
の
ご
案
内

地域福祉ボランティア基金
金、5 0 , 0 0 0 円

沢谷　楠　レイ子　様

（亡夫、幸美様ご供養として）

ありがとうございました



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

燃焼 46.64トン
前月比 113.45％
前年同月比 146.48％

不燃 4.74トン
前月比 76.21％
前年同月比 98.14％

資源 6.99トン
前月比 123.06％
前年同月比 93.50％

粗大 4.31トン
前月比 422.55％
前年同月比 240.78％

10月のごみ
収集状況

幼 稚 園 だ よ り 幼 稚 園 だ よ り 
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村のうごき

人
口

1,709人
（
－
４
）

2011年
10月

31日
現
在
（
）
内
は
前
月
と
の
比
較

女897人
（
－
１
）

男812人
（
－
３
）

世
帯
数

748戸
（
＋
２
）

ほほえみポート天川の調理室で、講師の堀井さん・松葉さんの指導のもと親子で郷土料理
“いもぼた”作りに挑戦しました。
「どんな形にしようか？」「美味しくできるかな？」等々親子で触れ合ったり話をしながら楽
しんで作ることが出来ました。
今回の“いもぼた”作りは、郷土料理を知る機会になっただけでなく、親子で料理する楽し
さや食への関心も深めることが出来ました。
これかも、様々な経験を通して親子で楽しみながら「食育」に取り組んでいきたいと思います。

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 

100
大豆油インキを使用しています 


